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さいたま市長１０月定例記者会見 

平成２９年１０月２６日（木曜日） 

午後１時３０分開会 

〇 進  行   定刻となりましたので、市長定例記者会見を始めさせていただきます。 

         それでは、記者クラブ幹事社の読売新聞さん、進行をよろしくお願いい

たします。 

〇 読売新聞   １０月の幹事社を務めます読売新聞と申します。本日はよろしくお願い

いたします。 

         それでは、早速ですが、本日の記者会見の内容について市長からご説明

をお願いいたします。 

〇 市  長   皆さん、こんにちは。 

         台風２１号が先週末から今週にかけまして全国各地に大きな爪跡を残し

ました。市内でも大雨警報、洪水警報などが発表されまして、さらに土砂

災害警戒区域において避難勧告が発令されるなど、市民生活にも大きな影

響をもたらしました。被災された方々にお見舞い申し上げます。 

         さて、市内では秋のイベントシーズン真っただ中でございます。さいた

まクリテリウム、さいたま国際マラソンのビッグイベントはもちろんです

が、そのほかにもさまざまなイベントが行われております。 

各区におきましては、区民まつりが開催されており、それぞれの区の特

徴を生かした賑わいのある催し物となっています。ご家族やご友人などお

誘い合わせの上、ぜひお越しいただければと思います。 

         それでは、本日の議題に移らせていただきます。 

         まず、議題の１番目でございますが、今年で５回目を迎えます「J:COM 

presents２０１７ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム」について

説明をさせていただきます。 

         いよいよ来月の４日土曜日、「J:COM presents２０１７ツール・ド・フラ

ンスさいたまクリテリウム」をさいたま新都心駅周辺において開催いたし

ます。今年は、前日の１１月３日から一般の方にもお楽しみいただけるイ

市長発表：議題１「J:COM presents２０１７ツール・

ド・フランスさいたまクリテリウムを開催します」
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ベントを開催いたします。 

         テレビ放送は、J:COM、ＪSPORTSで生中継されます。また、テレビ東京系

列の６局ネットで翌日の１１月５日に放送される予定となっております。

さらに、テレビ埼玉では１０月２８日土曜日に事前の告知番組、ＦＭ Ｎ

ＡＣＫ５では事前告知スポットＣＭを放送していただいております。 

         次に、出場する主な選手についてでございますが、１０月６日に出場選

手発表イベントでお伝えいたしましたが、今年も豪華な６８名の選手が出

場いたします。注目する選手は、ツール・ド・フランス本大会で３年連続

４回目のマイヨジョーヌ、個人総合優勝を獲得したクリス・フルーム選手、

また日本でもおなじみでございますマルセル・キッテル選手、この選手は

世界でも屈指のスプリンターと言われております。 

         また、さいたまクリテリウムには初出場になりますが、リオデジャネイ

ロオリンピック金メダリストでありますフレフ・ヴァンアーヴェルマート

選手、そしてツール・ド・フランスでステージ優勝３０回、３０勝を誇っ

ております、まだ見ぬ有名な選手ということで、マーク・カヴェンディッ

シュ選手が日本に初めて来日されて、このさいたまクリテリウムに出場さ

れることになっております。また、日本人では、今年もツール・ド・フラ

ンスに唯一参加された新城幸也選手が、今年もさいたま市にやってまいり

ます。 

         続いて、主な国内選手でございますが、今年の全日本チャンピオンであ

ります畑中勇介選手、また昨年のさいたまクリテリウムで２位となりまし

た初山翔選手の出場が決定しております。また、これに加えまして、女子

選手として、浦和工業高校から３年連続出場となりますけれども、藤田ま

りあ選手が出場することになっております。 

         また、パラサイクリングの選手では、先月の世界選手権で優勝しました

野口佳子選手が出場されます。そして、リオデジャネイロパラリンピック

の銀メダリストの藤田征樹選手が今年も出場され、３年連続出場というこ

とになります。今年も熱い戦いが繰り広げられ、皆さんに感動と興奮を届

けてくれるものと期待しております。 

         次に、コースは、このさいたま新都心東側に新設されます道路を使用し

まして、２年ぶりにレイアウトを刷新しております。特に最後の直線の
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３００メートルのところがまさにスプリントの大勝負、最大の見どころに

なると思います。観覧エリアは１０時から開放されます。また、観覧場所

によってさまざまな楽しみ方ができます。 

         周辺の交通規制については、開始が８時３０分、また解除は１８時と

１８時３０分の２段階で交通解除を実施してまいります。 

         また、このツール・ド・フランスさいたまクリテリウムとあわせまして、

同日開催イベントとして「サイクルフェスタ」も、このスタート、ゴール

地点のすぐ隣接した場所で開催されます。また、「さいたまるしぇ」につい

ては、昨年と同様、けやきひろばで開催されます。 

         続きまして、競技種目でございますが、今年はスプリントレース、タイ

ムトライアルレース、クリテリウムメーンレースの３つのレースが行われ

ます。ここで新しく取り入れました２つのレースについてご紹介したいと

思います。 

         まず、スプリントレースには、海外招聘選手、また国内参加選手１５名

が参加いたします。１グループ３名もしくは４名で競い合いまして、ゴー

ルに先に着いた者が勝者となるというレースでございます。各グループで

１位になった４選手によって決勝レースが行われます。 

         残り１キロメートルまでのパレードランの後、本当のスタートが切られ

ます。全力疾走による短時間の勝負になるため、戦略を考えながら、さま

ざまな駆け引きをしながらのレースになります。どこでスパートをかけて

いくのかといった駆け引きも見どころとなってまいります。 

         また、次のチームタイムトライアルレースにつきましては、海外招聘選

手、そして国内選手の各チームが３人で１チーム編成をしていただきまし

て、１チームごとにスタートして、ゴールまでの所要時間を競うレースに

なっております。３人がポジションを入れかえながら隊列を組み、揃いの

ジャージが目の前を通る様子をぜひご覧いただきたいと思っております。 

         また、同日開催されるイベントについてご紹介したいと思います。一つ

がサイクルフェスタでございます。「２０１７サイクルフェスタ」は、１１月

３日の１３時から、また１１月４日は１０時から開催いたしまして、両日

とも１７時までの開催となっております。 

         さいたま市の自転車政策の柱であります「たのしむ」、「まもる」、「はし
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る」、「とめる」の４つの視点をテーマに、ブースの設置や体験コーナー、

あるいはステージなどを設けまして、自転車ファンのみならず、小さなお

子様からご年配の方まで多くの方々が楽しめる、そんなイベントになって

おります。ぜひご来場ください。 

         また、「さいたまるしぇ」も１１月の３日、４日、両日とも１０時から

１７時まで、けやきひろばで開催いたします。「さいたま市場」、「フランス

市場」、「さいたまクリテリウム協賛企業ブース」の３つの種類のブースが

出展しまして、さいたま市のご当地グルメであったり、あるいはフランス

産の食材を使ったおいしい飲食物が提供され、まさに食を楽しんで過ごす

ことができるスペースとなっております。 

         そのほか、今回は新しい企画といたしまして、東日本連携都市のＰＲブ

ース出展も高沼遊歩道で開催いたします。さいたま市が中心となって進め

ております施策でありますが、新幹線で結ばれている東日本の主要都市と

連携して進めている事業をＰＲしてまいります。この機会を生かして、さ

いたま市をさらにＰＲしてまいります。 

         また、いずれのイベントも１１月３日から開催いたしまして、新都心エ

リア全体で盛り上がる内容となっております。また、大会当日、１１月１日

に「ビジットジャパンｉｎさいたま」で来日されますミス・インターナシ

ョナルの方も会場にご来場いただきまして、華を添えていただくことにな

っております。 

         また、大会当日はさいたま新都心周辺のコース以外でも大会を盛り上げ

るために、サテライト会場といたしましてパブリックビューイングを６カ

所で実施いたします。市内では３カ所実施されますが、１つはコクーン２に

ありますコクーンひろばで、もう一カ所は中央区役所の本館１階のロビー

で、そしてもう一カ所は浦和駅東口市民広場で開催いたします。中央区役

所の本館では、ちょうど中央区の区民まつりなども開催されているところ

でございます。また、浦和駅東口市民広場では絆フェスティバルが開催さ

れておりまして、そこの会場の一角になります。 

         またあわせて、市外の３カ所としましては、鴻巣駅東口のこうのすシネ

マ。それから、東京スカイツリータウン・ソラマチ内にありますジェイコ

ムワンダースタジオ、そして仙台市の泉中央駅前広場で開催をいたします。
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今年は、関東を越えて東北でも実施をさせていただきます。 

         また、これまでメディア向けで実施しておりました前日のイベントを今

年は一般の方々にも開放させていただき、多くの方々が楽しめるプログラ

ムを用意しております。メーンステージにおいて開催をしまして、サイク

ルフェスタ会場から観覧することができるようになります。 

         まずは、１３時１５分からＪSPORTSの協力によりまして、ツール・ド・

フランス２０１８、来年のツール・ド・フランスのコースのプレゼンテー

ションが実施されます。来年行われるこの大会コースの見どころなどを含

めて紹介されます。 

         また、１４時１０分からはさいたまクリテリウムに出場する選手がメー

ンステージに登場するチームプレゼンテーションも行ってまいります。多

くの方々に豪華な選手たちをご覧いただきたいと思っております。 

         また、１５時３０分からはさいたま市内交流会を開催いたします。毎年

海外選手が本市の文化や日本文化を体験し、その様子を世界に向けて発信

する企画でございます。昨年は、和装体験や岩槻まつりで行われておりま

すジャンボひな壇、餅つき体験などを実施いたしまして、その様子が世界

１７７（の国と地域に）配信されました。 

         今年は、浦和の「うなぎ」文化体験と殺陣のパフォーマンスを実施する

予定となっております。世界のトップライダーがリラックスして楽しんで

いる、レースのときとは一味違った表情が見られる、そういったイベント

になっております。 

         また、このクリテリウムをより一層地域の経済の活性化にも生かしてい

こうということで、今年も取り組んでおりますのが、「わくわくがとまらな

い！さいたま市商店街 秋のキャンペーンタイアップ」の事業でございま

す。これは、大会をＰＲしながら商店街へ誘客を促していこうということ

で、今年もさいたまクリテリウムと地元商店街がコラボレーションしまし

て、さいたま市商店会連合会が実施しております商店街活性化キャンペー

ンとのタイアップ企画を行っております。 

         １０月６日から１３日には、早期特典といたしまして、さいたまクリテ

リウムの観覧チケット、またグッズが当たるキャンペーンを実施いたしま

した。また、店内で買い物をされた方にクリテリウムのオリジナルステッ
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カーやコースターを配布するとともに、商店街のキャンペーンタイアップ

ポスターやポップシールを貼り出すことでまち全体で盛り上がるといった、

本場ツール・ド・フランスに似たまちの一体感を醸し出しております。 

         また、商店会連合会の中でも、大会の会場でございますさいたま新都心

駅周辺の与野商店会連合会では、さいたまクリテリウムスタンプラリーを

実施いたします。お買い物だけでなく、スタンプを集めて、ほかでは手に

入らないノベルティーをもらったり、好きな賞品への応募ができる楽しみ

があるというものであります。昨年は、ここに参加したのが１０店舗でご

ざいましたが、今年は４７店舗に増えました。期間は１０月２１日から

１１月４日まででございます。 

         また、市内の公立保育園で園児たちが作成をしましたぬり絵を、希望す

る商店街に提供しまして、多くの方々の目に触れるように展示をしていた

だいております。あわせて、２０１６さいたまクリテリウムの写真も展示

しまして、大会の魅力をＰＲしております。毎年実施している施策であり

ますけれども、色とりどりの個性あふれる作品、子供たちの想像力豊かな

作品が楽しめる企画となっておりまして、毎年好評をいただいております。 

         続きまして、ツール・ド・フランスさいたまクリテリウムカフェでござ

います。一般営業しておりますカフェとタイアップをいたしまして、期間

限定のコラボカフェを展開するものでございます。昨年５店舗が参加した

この企画でございますが、今年は既に９店舗が参加をしていただいており

ます。今後大会の開催日までに参加店舗が増えまして、およそ２０店舗に

なる予定となっております。さいたまクリテリウムと店舗がコラボするこ

とで、大会をＰＲしながらカフェへの誘客につながるよう連携を深め、さ

いたまクリテリウムを当日だけではなく、大会前から盛り上げる、楽しめ

るイベントとしております。 

         また、今年の新しい企画の一つが、「さいクリ広報部」でございます。既

にご案内をしてございますけれども、さいクリ広報部は、これまで大会

１００日前イベント、あるいは市内の観光場所などでさまざまなＰＲ活動

を行ってまいりました。学生たちに参加をいただいておりまして、学生の

皆さんが大変熱心に活動していただいていることに感謝をいたしておりま

す。また、大会当日まで存分に活躍していただけることを期待しておりま
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す。 

         また、今回は２０１７さいクリ広報部長を設置しまして、松元絵里花さ

んにご就任をいただきました。大会前日、当日の２日間、会場周辺で活躍

をしていただくことになります。 

大会まで残すところ１週間、期待に応えられるよう準備を進めてまいり

ます。 

         日本にいながらツール・ド・フランスを体感できる唯一の機会でござい

ます。自転車ファンの方はもちろん、楽しいこと、またおいしいことが盛

りだくさんのさいたまクリテリウム、皆さんの記憶に長く刻み込まれる大

会にしていきたいと考えております。ぜひ多くの方々に会場まで足を運ん

でいただきまして、その時を実感していただければと思います。 

新都心で皆さんを心からお待ち申し上げております。 

         続きまして、議題の２番目でございます。「第３回東日本連携・創生フォ

ーラムｉｎさいたまを開催します」についてご説明をさせていただきます。 

         東日本連携は、日本の半分を占める東日本という大きな地域を対象とし

た地方創生でございます。さいたま市が東京圏と東日本との対流拠点とな

るための重要な施策と私たちは位置づけております。今年も首都圏の玄関

口でありますさいたま市が東日本のネットワークの結節点として、フォー

ラムを通じまして東日本をつなぐ役割を果たしてまいりたいと考えており

ます。また、東日本地域の創生のため、それぞれの地域の特徴を生かして

いくとともに、本市の連携交流機能の集積強化も図っていきたいと思いま

す。 

         それでは、フォーラムの概要についてご説明をさせていただきます。東

日本地域の新幹線沿線の自治体にご出席いただくこのフォーラムでござい

ますけれども、１１月１日水曜日、パレスホテル大宮で開催いたします。 

今回の参加自治体は、函館市、八戸市、盛岡市、秋田市、山形市、福島

市、郡山市、宇都宮市、那須塩原市、小山市、みなかみ町、新潟市、三条

市、魚沼市、高岡市、氷見市、南砺市、長野市、上田市、さいたま市の計

２０市町になります。このうち、小山市、魚沼市、上田市が今回からの新

市長発表：議題２『「第３回東日本連携・創生フォー

ラム in さいたま」を開催します』
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規の参加になります。魚沼市は、先の記者会見後に参加の表明をいただき

ました。 

         フォーラムの構成ですが、まず１３時から首長会議を開催し、基調講演

また議題についての議論などを行います。その後、１７時１０分からは参

加をいただきます連携都市との首長等の交流会を開催いたします。今回の

基調講演では、日本総合研究所の藻谷浩介氏に「東日本地域の現状と視点

を変えた地方創生の可能性」について講演をいただきます。 

         内容につきましては、「東日本連携を開始して３年、東日本の交流が活発

となり、その現状と、連携を生かし、自立した地方創生をどう進めていく

か」となります。 

         藻谷氏は、過去２回に続きまして、今回の会議のファシリテーターもお

願いしてございます。皆さんご承知のとおり、藻谷氏は山口県生まれの

５３歳、平成合併前の３，２００市町村の全てを訪問し、地域特性を多面

的に把握をされている方でもあります。２０００年ごろより地域振興に関

しまして精力的に研究、著作、講演を行うなど、まちづくりに精通された

方でもございます。 

         続きまして、議題についてご説明をさせていただきます。 

         まず、議題としては、「商材等の販路の拡大について」でございます。東

日本の連携・創生フォーラム宣言で宣言されました「経済活動促進のため

の広域的取組」の実施を拡大していくために、東日本地域の商材等の取引

機会の拡大、また販路開拓を図ることにつきまして議論をさせていただく

ことになります。 

         そして、議題の２つ目は「商工会議所及び商工会による連携について」

でございます。東日本地域と経済的なつながりを深めていくために、地域

の商工業に精通をしました商工会議所及び商工会の皆様に連携いただくこ

とについて議論をいたします。 

         そして、議題の３番目といたしましては、「都市間交流のための広域交通

網の充実について」でございます。これは、郡山市さんからの提案による

議題になります。各連携都市間の観光、ビジネスなどの交流人口を増加さ

せていくために、新幹線も含めまして、在来線、高速バス等の広域交通網

の充実に向けた施策の検討について議論をしてまいります。 
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         次に、さいたま市から提案した議題についてご説明させていただきたい

と思います。 

         まず、議題の１、商材等の販路拡大についてでございます。これについ

ては、さいたま市として、国の地方創生推進交付金を活用しまして、東日

本連携推進協議会の協力を得ながら、東日本地域の商材等の取引機会の拡

大、あるいは販路開拓の事業を既に行っているところでございます。これ

をさらに発展させることで民間による東日本の経済活動の活性化を図るこ

とを目的といたしております。 

         また、議題の２つ目でございますが、商工会議所及び商工会による連携

についてでございますが、まずは商工会議所及び商工会の連携によって東

日本の経済的なつながりを深めた上で、これをきっかけとして多様な民間

の経済主体がそれぞれ活発に、また連携事業が発生していくことを目指し

ていくものでございます。 

         さいたま市が今回のフォーラムで提案するこれらの事業によって「東日

本を元気に」していくことで、東日本全体の地方創生の実現に寄与してま

いりたいと考えております。 

         続きまして、報告事項について説明をいたします。 

         「連携各都市における地方創生について」、「東日本連携の広域周遊ルー

トについて」、また「連携拠点、情報発信拠点」の３つ報告をさせていただ

きます。 

         まず、連携各都市からの報告といたしましては、那須塩原市によります

新幹線駅を軸とした移住・定住促進広域連携プロモーション事業、またみ

なかみ町のプレミアムフライデーを活用した東日本連携の推進について報

告をしていただきます。 

         また、東日本連携の広域周遊ルートにつきましては、昨年のフォーラム

の後からの経過及びその成果として周遊ルートのモデルコースを発表する

予定となっております。連携拠点、情報発信拠点については、設置場所や

導入機能について発表をいたします。 

         続きまして、フォーラム開催日の周辺の東日本連携の関連イベントにつ

いて少しご紹介をしたいと思います。まず、明日ですが、地域文化、食の

交流会といたしまして、ラフォーレ清水園におきまして「盛岡ナイトｉｎ
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さいたま」を開催いたします。フォーラム当日には、「ビジットジャパンｉ

ｎさいたま２０１７ウエルカムパーティー」の場で東日本連携及び東日本

連携都市からもＰＲブースを設けさせていただきます。 

         そして続きまして、先ほどもご紹介をしましたが、「J:COM presents

２０１７ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム」におきまして東日

本連携都市のＰＲブースも設けさせていただきます。 

         また、１１月８日、９日の２日間にわたって開催をされます「ＢＩＺ Ｓ

ＡＩＴＡＭＡさいたま市産業交流展」でもこれに関する出展をすることに

なっております。 

         明日１７時から開催されます「盛岡ナイトｉｎさいたま」でございます

けれども、盛岡と大宮が東北新幹線でつながってからちょうど３５周年を

迎えることを記念いたしまして、盛岡とさいたまとの交流会として開催す

るものでございます。 

         盛岡ナイトでは、盛岡の伝統文化や郷土料理を楽しむことでお互いの地

域の交流を深めていこうということで、さんさ踊りのデモンストレーショ

ンもございます。１７時開催はちょっと早い時間帯でございますけれども、

明日はちょうどプレミアムフライデーに当たりますので、仕事を少し早く

切り上げていただきまして、ぜひ盛岡の地域文化と食を体験してみていた

だきたいと思います。 

         続きまして、連携事業のうち東日本連携推進協議会との共催事業につい

てご紹介をしたいと思います。 

         まず、東日本連携推進協議会はどういうものかというと、地域が主体と

なって、まち・ひと・しごと（創生を推進すること）を目的としまして、

昨年の４月１日に大宮駅周辺の大型店舗、大型商業施設とホテルによって

発足した協議会でございます。 

         まず、そごう大宮店におきましては、９月に催事として「うましなつか

し東日本鉄道の旅グルメ紀行」が開催されました。また、大宮高島屋では

ちょうど今「東日本グルメ紀行」が開催されております。また、パレスホ

テル大宮におきましては、１１月１５日に「東日本 美食が集うガラディ

ナー」が開催されます。 

         さいたま市では、東日本連携推進協議会など民間と連携いたしまして、
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東日本の各地域との交流につながる取り組みを今後も続けてまいりたいと

考えております。 

〇 読売新聞   ありがとうございます。 

         市長からの説明について、質問がある社は挙手をお願いいたします。 

〇テレビ埼玉   テレビ埼玉と申します。 

         クリテリウムで１つお伺いしたいんですけれども、今回からコースが変

更になったということもあるのですけれども、改めてになってしまうので

すが、そういった点も含めて今回のクリテリウムにどういったことを期待

したい、どういったふうに盛り上がってほしいなと思われるでしょうか。 

〇 市  長   まず、先ほどもご紹介しましたけれども、今年も総合優勝のクリス・フ

ルーム選手を初め大変すばらしい選手たちがやってきます。まさに世界の

トップレベルの選手たちの迫力とスピード満点のレースをぜひ間近で見て

いただきたいというのが１つでございます。 

         それから、２つ目、コースが新しくなりました。今年は全部屋外という

ことになって、特に先ほどもお話ししましたけれども、ゴールまでの

３００メートルが本当に真っすぐなコースになっておりまして、ご覧いた

だいた方々、大体ゴール間近の大デッドヒートをよくご覧になると思いま

すが、この真っすぐなコース、３００メートルの中で繰り広げられます最

後のデッドヒート、これはもう大いに見ものではないかと思っております。 

         それから、今回直前に世界選手権で優勝されましたパラサイクリングの

選手、日本人選手も参加をいただくことになったり、大変すばらしい選手

たちが参加をいただけるということが１つです。 

         それから、今回は意識的に自転車のファンの方々だけではなくて、より

多くの方々にこのさいたまクリテリウムを楽しんでいただこう、参加をい

ただこう、知っていただこうという取り組みを積極的にやってまいりまし

た。そういう意味では、さいクリ広報部という大学生による広報チームを

つくりまして、若い皆さんが積極的に、その若い皆さんならではの視点で

ＳＮＳを初めとしたさまざまな情報発信を行っていただき、また広報部長

に就任いただきました松元絵里花さんについてもＳＮＳ等でいろいろ発信

をしていただいたりもしておりますので、私たちとしては、自転車ファン

議題１に関する質問
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はもちろん見逃すことのないすばらしいイベントだと思います。自転車大

ファンでなくても大いに楽しんでいただけるすばらしいイベント、今まで

は完全に１日というイベントでしたけれども、今回は３日と４日の２日間

にわたって行われることになりますので、ぜひ２日間を大いに堪能してい

ただきたいと思っております。 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞と申します。 

         今回パブリックビューイングが増えて、仙台市で行われると先ほどおっ

しゃっていましたけれども、仙台市が入った経緯とか理由をお聞きしたい

と思います。 

〇 事務局    仙台市のほうで放映していただくことになりましたのは、これまで我々

のほうで全国から多くの方々にさいたまクリテリウムをご覧いただきたい

という趣旨に賛同いただきまして、こちらの東北のほうでもぜひ放送した

いということになりまして、我々のほうでお願いしてパブリックビューイ

ングをやることになったものでございます。 

〇 埼玉新聞   では、先方からの希望でということですね。特に仙台が自転車に何かゆ

かりがあったりとか、クリテリウムと大いに関係があるとかいうわけでは

ないと。 

〇日本経済新聞  東日本連携・創生フォーラムについてなんですけれども、昨年の会議で

議論はいいけれども、具体の取り組みを進めていかないといけないという

ような何か話も出ましたけれども、お聞きして、いろいろ発表事項もある

ようですけれども、抽象的で恐縮なんですけれども、今年はかなり進展が

見られるような、市民の方とかにも実感できるような成果というのが出て

くるような形になるのでしょうか。 

〇 市  長   先ほどもご紹介しましたけれども、１つは報告事項として、既に幾つか

の取り組みはもうスタートして、やり始めているところもありますし、既

にこれと連動して民間の東日本の連携推進協議会ができて、軒先マルシェ

を初めとして、さまざまな取り組みを行っていただいております。そうい

ったご紹介もしつつ、今フォーラムとしても１回目で提案のありました広

域観光ルートについても具体的に提案と報告をさせていただけるというこ

とにもなりますし、２回目からまたさらに一歩進んだ形の報告がいろいろ

議題２に関する質問
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できるのではないかと思います。内容については当日になります。 

〇 東京新聞   東京新聞です。 

         東日本連携・創生フォーラムのほうでお願いしたいんですが、今回新し

く３つの自治体が参加するということですが、逆に去年参加していたけれ

ども、今回参加しない自治体というのはあるのでしょうか。 

〇 事務局    昨年度参加で今回参加いただいていないところは、仙台市、金沢市、青

森市の３市になります。 

〇 東京新聞   関連で、特にこの東日本の中でも中核となる都市かと思うのですけれど

も、それが参加しない理由というのはどういったところになるのでしょう

か。 

〇 事務局    私どもで今聞いておりますのは、公務の関係でご参加いただけないと聞

いているところでございます。 

〇 東京新聞   では、かわりの方が参加したりされるのでしょうか。 

〇 事務局    今の３都市につきましては、代理の方も参加いただけないことになって

おります。 

〇 東京新聞   公務なら仕方ない部分もあるのかもしれないですけれども、多分非常に

重要な都市が参加していないというところで、その都市にとってこの会議

が優先度が低くなっている部分ももしかしたらあるのかなという気もする

のですが、そのあたり市長はどのようにお考えですか。 

〇 市  長   選挙によって市長さんがかわったりというような状況がある都市もござ

いますけれども、基本的には継続的に協力しようという意思を持っている

皆さんだと思っております。ただかなり都市が多くなってきて、タイミン

グの設定が実を言うと難しいところもあって、秋口は一番行政にとっても

いろいろな行事やイベントが多いタイミングなので、そういった意味では

少しそんな関係もあったのかと思っております。ただ今後のことも含めて、

これは何市がまとまってやっていくというよりは、とにかくやれる、共鳴

して共感をした人たちがとにかくどんどんやっていくと。それをやりなが

らどんどん参加者を増やしていくと。参加したい、協力をしたい、一緒に

やろうという人たちを増やしていこうというのが基本的には私たちの考え

方でありますので、その中で増えてくる自治体もあるし、あるいは少し距

離を置かれるケースも今後は出てくるかもしれません。ただ私たちとして
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は、東日本全体のかなり主要な都市の皆さんが参画を、おかげさまで、現

時点ではしていただいていますので、それを形にしていきたい、具体的な

事業としてやっていきたいと思います。あとは事業をやりながら、反省を

したり検証したりして、よりいいものにしていくということになるのだろ

うと思います。 

         まずは、私たちとしては、当面のターゲットとしては２０２０年の東京

オリンピック・パラリンピックがありますので、それに向けて具体的な協

力関係、取り組みを幾つかそれまでにしっかりやって、この２０２０年の

ときに、さいたま市から東日本のいろいろな都市につないでいくというこ

とを私たちとしてはしっかりやっていきたいと思っております。 

〇 事務局    補足的に説明させていただきますと、今も説明させていただきましたと

ころにつきましては、当日はご参加いただけないのですけれども、広域周

遊ルートの策定等においては一緒に取り組みをさせていただいておるとこ

ろでございます。 

〇 東京新聞   関連でもう一点、先ほど日経さんから、具体的なものがなかったという

指摘が昨年はあったという話もありましたけれども、なかなかこうやって

参加自治体が多くなってくると、意思決定に非常に時間かかる部分もある

かと思いますし、なかなか具体的なものが、スピードアップが難しいと思

うのですけれども、それを今後はどのようにスピードを早めていくお考え

でしょうか。 

〇 市  長   これは、まさに手挙げ方式でございまして、全員がまとまらなくては何

かをしないということではなくて、まとまったところ同士で合意をして進

められることを進めていくというのが基本的な連携フォーラムの事業の進

め方だろうと私たちは思っております。もちろん全員でやったほうが、よ

りいいものであることは間違いないと思いますけれども、ただなかなかそ

れで前に進めないということになったら意味がないので、基本的にはそう

いうスタンスではないかと思います。 

         ですから、ある事業は協力できるけれども、ある事業は協力できないと

か、そういうことも当然あると思いますし、参加できないということもあ

ると思いますし、それはケース・バイ・ケースというか、やれること、取

り組めることをそれぞれが考えて、積極的に協力し合っていくという考え



15

方が基本的なスタンスではないかと思っております。 

〇日本経済新聞  関連で、今回この参加するのは、さっき市長おっしゃられたけど、民間

の方がやられるとき、イベントとかで、連携都市というようなことで、よ

く言葉を使われますけれども、１回目から３回目までメンバーも、この会

議自体かわっていますけれども、連携都市というのは１回でも参加したこ

とがあるところは全部連携都市になるんですか。そういう意味で言うと、

例えばこの３回目ですけれども、これまで連携都市に１回はなったけれど

も、例えばこの回からもう抜けたいみたいなところで、参加されないみた

いな都市というのはこれまであるんでしょうか。 

〇 事務局    今のところ、もう参加しないという形で言われている都市はないところ

でございます。 

〇日本経済新聞  １回でも参加しているところは、全部連携都市という扱いなんですか。 

〇 事務局    先ほどちょっとお話しさせていただきましたが、会議当日参加いただい

ていなくても、事前の打ち合わせ等を一緒にさせていただいておりまして、

そういった意味でも連携都市ということで数えさせていただいているとこ

ろでございます。 

〇日本経済新聞  それでいうと、例えばこの枠組みというのが、東日本の何都市になって

いるみたいな言い方はできるのですか。今回、毎回何都市参加とかってあ

れですけれども、この枠組みの中での連携都市というのが今何団体による

グループになっているのかというのは。 

〇 事務局    今現在さいたま市を含めまして２３都市になっております。先ほど市長

から説明のありました今回参加の２０都市と、今回参加いただけない３都

市の２３都市でございます。 

〇 朝日新聞   朝日新聞と申します。 

         クリテリウムについて伺います。クリテリウム、最終的に民間移行を目

指していらっしゃると思うんですが、今年はその中間年に当たるのかなと

思うんですけど、そういう観点からで、今回のクリテリウムの正否の判断

というのはどのあたりに市長としては置いていらっしゃるんでしょうか。 

〇 市  長   民間移行については、今民間主体の実施体制へ移行するためのビジョン

をまず描いていこうということで、その現状の整理あるいは課題の抽出を

議題１に関する質問



16

目的として、さいたま市国際自転車競技大会民間移行調査業務を委託して

ございます。そして、その中で整理をしながら、こういった形でというご

提案をいただき、そういった方向に進めていくということになると思うの

ですが、成否という意味では、今年は地元の商店街などとの経済的なつな

がりを強化していこうということであるとか、あるいは市民の皆さんへの

周知度を高めたり、あるいは自転車のファンだけではない方々により広報

していこうということで、ツール・ド・フランスさいたまクリテリウムと

いうイベントそのものも価値を高めていくということもありますけれども、

あわせてやはりみんなが楽しめるイベント、事業だというようなことを、

もっと多くの方々に知っていただくことが一つ重要なのだろうと私たちは

思っております。 

〇 埼玉新聞   東日本連携のほうなのですけれども、今回広域周遊ルートのモデルコー

スも発表されるということですけれども、言える範囲でいいのですが、コ

ースは１通りとか、何パターンあるとか、そういうのはわかっている範囲

で。１つでしょうか。 

〇 事務局    各都市から出されました全コース的には５２コースございます。その中

で、今回発表用としましては、各都市からの意見も聞きまして、厳選しま

した４コースで考えております。 

〇 市  長   あとは、当日のお楽しみということでございます。 

〇 読売新聞   では、なければ幹事社として代表質問させていただきたいと思います。

質問はまとめて２点お伺いします。 

         １点は、２２日投開票がありました先の衆議院議員選挙について、全国

の選挙結果、また県内の選挙結果についての受けとめについて市長のご所

感をいただければと思います。 

         ２点目については、三橋公民館の９条俳句不掲載を受けたさいたま地裁

判決に関してですけれども、原告が２４日に控訴をいたしましたが、市側

の対応として、今後の方針について伺えればと思います。 

〇 市  長   それでは、幹事社からの質問に順次お答えしたいと思います。 

幹事社質問１：第４８回衆院選の結果について

幹事社質問２：９条俳句不掲載に係る裁判について
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         まず、１点目の２２日に投開票がございました第４８回衆議院総選挙の

結果を受けた所感ということでございます。 

         まず、今回の総選挙は、大型で大変勢力の強い台風２１号の来襲と投開

票日のタイミングが重なってしまった結果、全国的な悪天候の中での選挙

になったという背景があろうかと思っています。そういったこともありま

したので、非常に多くの市民の皆さんが本当に積極的にこの期日前投票に

足を運んでいただいたわけでありまして、しかしながらもう一方では、当

日が悪天候ということもあって、最終的には投票率が戦後２番目の低投票

率であったと。さいたま市としては衆議院選挙としては最低の投票率にな

ったということでございますけれども、選挙結果を見ると、安倍政権につ

いての今までの取り組みについて、課題や、あるいは姿勢についての問題

点などはあったかとは思いますけれども、国民全体としてはおおむね合格

点に近いものがあったのではないかと考えております。 

         一方で、野党の議席が伸びなかったことは、限られた時間の中で、野党

間の候補者の調整あるいは連携が十分ではなかったことなど、あるいは民

進党から希望の党へ合流をすることになった経緯であったり、あるいは説

明であったりが必ずしも国民の皆さんに理解ができることでなかったりと

いうことなど、細かい選挙戦術上の課題があったことが１つと、もう一つ

は全体として見ると小選挙区制ですから、大きな政治勢力が対峙する形に

ならないと、なかなか与党に対していい戦い方ができないということがあ

りますので、大きな意味での戦略的な部分と両方の課題があったのだろう

と思います。 

         私たちとしては、待機児童対策であるとか、高齢者対策であるとか、あ

るいは外交安全保障問題など、さまざまな課題が山積している中でありま

すので、今後も国民の代表としてそれぞれの議員が、地方の声も十分酌み

取った形で、与党については政権運営を行っていただきたいと思っていま

すし、野党の皆さんにはそういった声をしっかりと拾い上げて、国政の場

できちっと発言をしていただきたいと思っております。 

         それから、２つ目の三橋公民館の憲法９条の俳句不掲載にかかわる裁判

についての方針ということでございます。まず、判決についてでございま

すが、さいたま市の主張についておおむね認められていたと考えておりま
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すが、ただ一部認められなかった部分もあり、判決内容に不服があるため

に上級の裁判所へ判断を仰ぐこととさいたま市としてもいたしました。 

         判決におきまして、職員が俳句を公民館だよりに掲載しないとしたこと

が、原告の思想や信条を理由として不公正な取り扱いをしたとされており

まして、これによって法律上保護される利益とされた俳句が掲載されると

の期待を侵害したと判断された部分を不服にしているところでございます。 

         今後につきましては、先ほども申し上げましたけれども、一部不服のあ

る部分について総合的に考え、控訴という判断をさせていただきました。

また、上級の裁判所において、さいたま市の主張をしっかりとしていきた

いと、このように考えております。 

         以上です。 

〇 読売新聞   では、代表質問の説明に関して、質問がある社は質問をお願いいたしま

す。 

         ちょっとご確認なんですけれども、控訴は何日付ですか。 

〇 市  長   さいたま市としては１０月２５日水曜日付で控訴の手続を済ませており

ます。 

〇 朝日新聞   衆院選に関して何点か伺いたいのですが、朝日新聞と申します。 

         １点目は、先ほどのご発言の中で、安倍政権に関して、問題点あったが

おおむね合格点に近いものがあったのではとおっしゃっていたのですが、

比例票だけ見ますと自民党の票よりも、野党のその他の党、野党の党の票

を合計したほうが上回っているのですが、そこら辺も踏まえて、どの点が

合格点だと市長はお考えになったのかというのを、まず教えていただきた

いと思います。 

〇 市  長   現状、これまでの評価としては、さまざまな政治に関する姿勢であった

り、取り組みであったりの部分で、問題点、あるいはいろいろな点につい

て指摘をされているところでありますけれども、おおむねそれは１００点

満点とは言えないかもしれませんけれども、国民的にはご理解をいただい

ている中で、投票が行われたからこそああいう数字になったのではないか

と思っております。 

〇 朝日新聞   市長がおっしゃる数字というのは、議席数ということで理解してよろし

幹事社質問１に関する質問
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いですか。 

〇 市  長   そうです。 

〇 朝日新聞   ありがとうございます。続けて衆院選に関してお伺いしたいのですが、

隣の東京都の小池知事が希望の党を立ち上げて、みずから代表として戦わ

れたわけですけど、結果として公示前勢力を下回るような議席数で、昨日

の両院議員懇談会では、知事として都政に邁進したいというご発言もあっ

たように報じられていますけれども、市長ご自身も政治団体を立ち上げて、

統一地方選を戦われたご経験もございますけれども、そういった経験も踏

まえて、地方自治体の長が特にこうした国政選挙に代表として出て、ご本

人は選挙には出ていませんけれども、戦うというのは、なかなか大変なこ

とだというふうに市長はお考えでしょうか。 

〇 市  長   まず、ご質問にお答えしたいと思いますが、首長が国政政党の代表を務

めていることについて、いいか悪いかということについては、最終的には

政治家ご本人が決めることだろうと思います。私自身感じるところでは、

現実的に地方自治体の首長が、公務がかなりたくさんある中で、別に、国

政政党の代表を務めることの難しさは、これは誰が考えても否めないこと

なのではないかと思っております。 

         そういう意味では、小池知事の場合は都知事という立場もございますの

で、その職務をしっかりと全うしていただきながら、やれる立場で進めて

いかれるのが一番いいと思います。もちろん両方ともできるということで

あれば、それはやっていただくしかないということになろうかと思います

けれども、基本的には地方自治体のトップとしての公務がかなりあります

ので、その中では両立するのは簡単なことではないと思います。 

〇 朝日新聞   実際に選挙前からの経緯含めて、選挙戦をご覧になって、やっぱり無理

だったんじゃないかなというふうに思われますか。 

〇 市  長   特に東京都の場合、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックを

抱えていたり、東京都としても大きな課題を抱えている時期でもあろうか

と思いますので、その中で国政にも、地方自治体のトップだからこそ言え

ることも多々あろうかとは思いますけれども、国政に関与、政党の代表と

して関与していくことは、かなり難しさもあるだろうと思っております。 

〇 朝日新聞   もう一つだけ。希望の党が結党したときに、やはり会見で伺わせていた
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だいて、選挙互助会のようになっては意味がないのだというご趣旨の発言

があったように記憶しているんですけれども、結果も踏まえて、結果的に

希望の党というのは互助会のような性質のものになってしまったのだろう

かというあたり、市長はどうお考えでしょうか。 

〇 市  長   互助会に、うまくなったのかどうかわかりませんけれども、やはり民進

党から希望の党に合流をしたプロセスとその説明が、必ずしも国民の皆さ

んに理解をされた形にはならなかったと思っております。ちょっとわかり

にくいところがたくさんあったのではないかと。それぞれの思いがきちっ

と伝わっていないのだろうと思います。 

〇 東京新聞   東京新聞です。 

         ９条俳句について伺います。判決についての市の判断は、先ほどおっし

ゃったことかと思うのですけれども、今改めて市長はあの俳句を掲載しな

かったという当時の判断も含めて、当時の公民館の対応には問題はなかっ

たというふうにお考えなんでしょうか。 

〇 市  長   それは、これまでも申し上げておりますが、おおむね適正であったと、

これまでの記者会見でもそういった答え方をしていると思いますけれども、

そのように考えております。 

〇 東京新聞   今も考え方の変化はないということですか。 

〇 市  長   そうです。 

〇 時事通信   時事通信です。 

         選挙の問題点として、先ほど小選挙区なので、大きな力同士が対峙する

形にならないという話でありましたけれども、一方で一票の格差の問題と

か、小選挙区制が民意を本当に反映しているのかという選挙制度上の課題

がありまして、その点についてはどう考えるかお聞かせください。 

〇 市  長   小選挙区制度自体が、投票のわずかな差でも議席数としては確かに大き

く変わってしまう可能性を持った選挙制度であり、あと比較的最近言われ

ている劇場型の選挙になりやすいというようなことも、最近の傾向を見る

とそういった傾向もあるのだろうと思います。そういう意味では、デメリ

ットもありますし、また安定的に政権が運営しやすいという、メリットも

幹事社質問２に関する質問

幹事社質問１に関する質問
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ありますので、今後これまでの選挙制度の中でやられてきたことなども踏

まえながら、選挙制度について、あるいは一票の格差の是正についてもご

議論いただくことが重要だと思います。 

〇 共同通信   共同通信と申します。 

         期日前投票がかなり今回いいペースでというか、前回を大きく上回る結

果だったんですけれども、一方で大変な混雑が生まれたというような状況

もあったかと思います。その点について、市の期日前投票所でどういった

問題があったのか。例えばどれぐらいの待ちが出たのかというところを市

長が認識している範囲でお聞かせいただきたいのと、これに対する対応と

いうか、今後の課題みたいなものについてお聞かせいただければと思いま

す。 

〇 市  長   今回の選挙、毎回選挙をやっていくたびに期日前投票の認知度が高まっ

て、だんだん投票日だけではなくて、むしろ前倒し的に投票される傾向が

出てきていると思います。そういう意味で、今回非常に多くの有権者の方々

が、天気の状況などもあって、かなり積極的に期日前投票に行っていただ

いたという状況を伺っております。 

         特にかなり早い時期から投票所整理券を郵送していたこともあって、公

示の翌日からこの期日前投票ができるわけですけれども、そのスタートの

ときから、前回と比べても大幅に期日前投票の数が多かったと聞いており

ますし、特に前日の土曜日には６万２，７５８人の有権者が期日前投票に

行ったと聞いております。特に最も混雑しているときは９０分ぐらい待た

ないと投票ができなかったと聞いておりますので、そういう意味では大変

ご迷惑をおかけしたと思っております。 

         私も前日商業施設でさいたま市フェアというのをやっていて、そのすぐ

そばで期日前投票が行われておりましたけれども、とにかくたくさんの

方々が列をつくって待っている状況を見て、これまで期日前投票が行われ

ても、そこまでたくさんの皆さんが足を運んだケースがなかったので、今

回の選挙については驚いたところであります。ただ、今後これまでの傾向

を踏まえていくと、期日前投票される方がかなり今後は増えてくると思い

ますので、今後さらにこの期日前投票の対応の強化をしっかりやっていく

必要があろうかと思います。その辺については選挙管理委員会にもお話を
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して、その準備をしっかりしていただけるようにご配慮いただきたいと、

このように思っております。 

〇 テレビ埼玉  テレビ埼玉と申します。 

         衆院選の結果のほうにまた戻ってしまうのですけれども、先ほど自民党

のほうに、安倍政権のほうに問題はあるけれども、まあまあ合格点なんじ

ゃないかとお話しされていましたけれども、一方で結果を見ると、自民党

だけで２８０余りということで、過半数を大きく上回る、１つの党として

はかなり大きい勢力を持った状況になったかと思うんですけれども、そう

いった点について、率直にどういった感じに受けとめられますか。 

〇 市  長   それは、先ほど選挙制度のお話であるとか、幾つかお話が出ましたけれ

ども、１つは小選挙区が中心となっている制度ですので、どうしても与党

と野党といいますか、２大勢力が拮抗するというか、対峙するような形で

ないと当然いい結果が導き出されないわけですけれども、どちらかという

と野党側のほうがまとまって一体的に進むというよりは、やや分裂をして

いった、分散をしていった、遠心力が働いてきたという、そんな感じがし

ております。 

         ですから、それぞれの党の比例の部分でいうと、それほど悪い結果では

ないのかもしれませんけれども、結果的にはそういったことが反映されな

かったということになったのだろうと思います。 

〇 読売新聞   それでは、そのほかに質問がある方は質問をお願いいたします。 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞です。 

         待機児童対策についてお伺いいたします。ちょうど先週１９日からだと

思うんですが、来年４月の市内の認可保育所に入所を希望する方の一次申

し込みが始まったかと思います。今年度の施設の整備状況ですとか、今後

の市の待機児童についての対策を教えていただけますでしょうか。あと、

あわせてカウントの方法がちょうど今年から変わったかと思うんですけれ

ども、新しいカウント方法でもやはり待機児童ゼロを目指すのか、そのあ

たりについてのお考えをお聞かせいただけますでしょうか。 

〇 市  長   今年の状況についてはまた後ほど、幾つの施設ができて、どれほど定員

数が増えたかということについては、後ほどお知らせをしたいと思います。

その他：待機児童対策について
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予算と実際にできているものとの違いがあるかもしれませんので。 

         それから、申し込み状況も私自身把握ができておりませんので、そこに

ついてもコメントを現時点では差し控えさせていただきたいと思います。

（会見後回答：平成29年度当初予算ベースで1,332人分の整備計画。申し込

み状況については現在募集中のため集計していない。） 

         いずれにしても、さいたま市は今年の４月で、古い基準では待機児童ゼ

ロになりましたけれども、新しい基準であると数は特定できませんけれど

も、それなりには待機児童が出るだろうと予測をしております。したがい

まして、やはり待機児童ゼロを目指して、認可保育所の整備、こういった

ことにもしっかりと取り組んでいきたいと考えております。 

         また、さいたま市としては、認可保育所の整備ということも重要だと思

っておりますが、あわせて選択肢のある、未就学の子供を抱えたご家庭が

認可保育所を選択もできるし、あるいはナーサリー、さいたま市ではナー

サリーという制度ですけれども、例えば今将棋の連勝記録をつくった藤井

さんがモンテッソーリの保育所に行かれていたというお話がありました。

例えばそういう保育園は認可保育所としては該当しなくなってしまいます

ので、その場合はナーサリーという制度になりますし、また幼稚園という

選択肢もあるし、そういう意味では多様な選択肢を選べる、そういう役割

を、私たちとしては選択肢を提供できるようにしていきたいと思っており

ます。その結果、待機児童をゼロにしていくことを目指していきたいと思

っております。 

〇 埼玉新聞   確認なんですけれども、そうすると新制度、新基準でも待機児ゼロを目

指すということで。 

〇 市  長   そうです。 

〇 毎日新聞   毎日新聞と申します。 

         今の待機児童対策と保育所問題の関連で伺いたいんですけれども、保育

園の方のお話なんかを聞いていますと、駅前、集中的に待機児童対策で保

育所を増やしている中心部の駅周辺、浦和駅とか武蔵浦和駅、その周辺で

運動会の場所を確保できなくて、コミュニティセンターも学校も既に利用

者で、過密地域なのでいっぱいで、運動会の場所の確保ができないで困っ

ているという保育園がだんだん、年々園庭がない保育園が増えているとい
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う背景で出てきているようです。 

         それだけではなくて、近くの公園でも園庭のない保育園、みんな近くの

公園に行くもので、１つの、数少ない公園に多数の園が殺到して、ちょっ

と人が多過ぎて、危険で遊ぶのに不安があるといったような状況が生まれ

ているようです。現状では、保育園で何とかするしかないという状況、場

所が見つからなくても何とか探すしかないという、そういう密集していて

も保育園で何とかするしかないという状況のようなのですけれども、市長

としてはそのあたりは、保育園で何とかするしかないとお考えなのか、そ

れとも行政とか地域で一体となって考えていく必要があるのかという点を

伺いたいのですけれども。待機児童対策のために保育園を増やす必要があ

るという前提では伺っていますが、その上でどうやって子供たちの育つ環

境を確保していくかという質問です。 

〇 市  長   さいたま市でも駅周辺の保育園については、一部公園を園庭としてみな

していくなどの少し緩和的な措置もとらせていただいているところですけ

れども、今運動会等のお話も出ましたけれども、さいたま市としてもでき

る限り、そういった声があれば、必ず見つけられるかどうかは別としまし

ても、できる限り可能な場所などの情報提供などを含めてやれるようなサ

ポートは考えていきたいと思います。 

〇 毎日新聞   今の関係で、何か保育所とか地域とか、あと行政で、今後駅の周辺で保

育園がどんどん増えていくと、増えていくのは悪いことではないんですけ

れども、園庭など十分な場所が確保されていないとなると、また問題がど

んどん増えていくと思うんですけれども、そういった問題をみんなで、保

育園だけの問題とせずに、地域とか行政が一体となって協議していくよう

な場を設けるというようなことはお考えになっていますでしょうか。 

〇 市  長   現時点では、まだその辺については、十分まだ検討していないところで

ありますけれども、現状そういう、今特に駅周辺に高層マンションができ

たりというようなことの中で、保育園のニーズであるとか、あるいはさま

ざまな課題も出てくるだろうと思いますので、その辺についてはそういっ

た皆さんの声も受けながら、必要な対応をしていきたいと思います。これ

は、もちろん保育園という問題もあるのでしょうけれども、保育園だけの

問題じゃなくて、いろいろな問題が多分、さいたま市も非常に駅近くにコ
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ンパクトな形で今人口が密集しているようなところがありますので、その

中でどういうふうにそれぞれの質を確保していくかということは大変重要

な課題だと思います。 

〇 毎日新聞   現時点では、そういう協議会みたいなものは考えていない。 

〇 市  長   まだそこまでは検討しておりませんけれども、課題としてはあると思い

ます。 

〇 毎日新聞   運動会の場所なんかについて、相談があれば情報提供とかサポートをさ

れていくお考えですか。 

〇 市  長   保育コーディネーターという役割の職員もおりますので、それは保育所

といろいろ適切なアドバイスをしたりというような役割を持っている職員

もおりますので、十分そういった保育所のニーズなども把握しながら、サ

ポートができるようにはしていきたいと思います。 

〇 毎日新聞   済みません、しつこくて。そういう協議の、行政、地域、保育園などの

協議の場自体は必要だというふうにはお考えになられますか。 

〇 市  長   どういう形でやっていけばいいのかということについては、そういう協

議の場がいいのか、どういう形でニーズを聞いていくことが必要なのかと

いうことについては、それらも含めてもう少し検討していく必要があると

思います。 

〇 読売新聞   どうもありがとうございました。以上をもちまして記者からの質問は終

了させていただきます。 

〇 進  行   それでは、以上をもちまして市長定例記者会見を終了させていただきま

す。 

         なお、次回の開催は１１月６日月曜日、１時半を予定しております。よ

ろしくお願いいたします。 

         本日はありがとうございました。 

午後２時４１分閉会

※この議事録は、明らかな言い直し、重複した言葉遣い、話し言葉などを読み易く整理した

ものを掲載しています。なお、会見後追加・訂正・補足等された文言等については（  ）

とし、下線を付しています。 


